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当時の練習風景（美山中体育館）  

第
 
 

れ
、
美
山
中
学
校
は
男
女
と
も
優
勝
。
県
 
 

下
1
1
2
校
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。
こ
 
 

の
後
、
同
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
数
々
 
 

の
栄
光
を
残
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
名
門
 
 

校
の
座
を
得
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
同
じ
2
月
に
、
町
議
会
議
員
の
選
 
 

挙
が
、
初
め
て
全
町
区
で
行
わ
れ
、
1
8
人
 
 

が
無
投
票
で
選
ば
れ
ま
し
た
。
 
 
 

町
内
5
森
林
組
合
の
う
ち
、
芦
見
、
美
 
 

山
、
上
味
見
、
下
味
見
の
1
森
林
組
合
が
 
 

合
併
し
、
美
山
町
森
林
組
合
と
し
て
ス
タ
 
 

ー
ト
し
ま
し
た
。
 
 

美
山
中
学
男
女
バ
レ
ー
部
が
 
 

県
の
頂
点
に
 
 
 

1
回
県
中
学
校
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
 
 

ル
大
会
が
県
中
体
連
主
催
で
行
わ
 
 

み  
＝‘  

●●  
2
月
●
第
1
同
県
中
学
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
美
 
 

山
中
学
校
男
女
と
も
優
勝
 
 

●
第
1
回
美
山
町
民
卓
球
大
会
開
催
 
 

●
町
議
会
議
員
1
8
人
無
投
票
当
選
 
 

3
月
◎
旧
役
場
庁
舎
を
、
美
山
中
学
校
技
術
校
舎
に
 
 

改
築
落
成
 
 

●
成
人
式
 
新
成
人
8
4
人
 
 

5
月
●
福
井
県
重
度
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
「
美
 
 

山
荘
」
落
成
 
 

●
美
山
町
青
年
団
結
成
 
 

6
月
●
区
長
会
連
合
会
結
成
 
 

8
月
●
美
山
町
自
衛
隊
協
力
会
婦
人
部
結
成
 
 

串
第
1
回
美
山
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
相
撲
 
 

大
会
開
催
 
 

1
0
月
三
戸
見
、
美
山
、
上
味
見
、
下
味
見
の
4
森
林
組
 
 

合
が
合
併
、
美
山
町
森
林
組
合
発
足
 
 

［
日
本
の
動
き
】
 
 

●
北
炭
夕
張
鉱
ガ
ス
爆
発
事
故
 
 

○
名
神
高
速
道
路
全
線
開
通
 
 

●
プ
ロ
野
球
第
1
回
新
人
選
択
（
ド
ラ
 
 
 

フ
ト
）
会
議
 
 

●
政
府
、
財
政
処
理
の
た
め
の
国
債
 
 
 

発
行
を
閣
議
決
定
 
 
 

（
戦
後
初
の
赤
字
国
債
）
 
 

●
年
末
か
ら
景
気
が
回
復
し
始
め
る
 
 
 

（
い
ざ
な
ぎ
景
気
）
 
 

●
朝
永
振
一
郎
博
士
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
 
 
 

学
賞
受
賞
 
 

●
日
韓
基
本
条
約
、
協
定
正
式
調
印
 
 
 

［
世
界
の
動
き
山
 
 

●
米
国
、
マ
リ
ー
ナ
4
号
が
火
星
写
真
 
 
 

の
送
信
に
成
功
 
 

●
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
世
界
で
ブ
ー
ム
 
 

●
べ
ト
ナ
ム
戦
争
激
化
 
 

●
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
が
軍
事
衝
突
 
 
 

流行歌・ワード  

♪柔（美空ひばり）  

♪涙くんさよなら  
（ジャニーズ）  

★エレキ族  

★やったるで  

★エスカレート  
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8
4
人
が
新
成
人
 
 
 

3
月
に
美
山
中
学
校
で
開
か
れ
た
成
 
 

人
式
で
は
、
町
内
の
8
4
人
の
新
成
人
の
 
 

う
ち
の
約
6
割
が
参
加
し
て
晴
れ
の
門
 
 

出
を
祝
っ
た
。
町
長
は
祝
辞
で
「
人
と
の
 
 

交
わ
り
に
お
い
て
、
相
手
の
長
所
を
見
 
 

出
せ
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
 
 

し
た
。
 
 

［
育
み
］
昭
和
4
0
年
～
昭
和
4
9
年
 
 

旧
役
場
庁
舎
を
 
 

中
学
校
の
技
術
校
舎
に
 
 
 

新
庁
舎
完
成
に
伴
い
、
空
き
施
設
と
 
 

な
っ
て
い
た
旧
役
場
庁
舎
。
そ
っ
く
り
移
 
 

転
改
装
し
、
美
山
中
学
校
の
技
術
校
舎
 
 

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
 
 

木南振興のための製炭者と語る会  
‾芋「＝＝＝！丁型ご号－一号：ぎ二1モ「丁・：＝r■：≡：「仁±‾－＃‾竃－1．‾ナナ‾Fナ曽1   

埠去においては、町産業の大きな割合をしめ  
・i－＿専＿ギ今崩圭≠・こ■iiii‾i■i■てi■」．こ｝＿iり上－i J三＿二Fi．i亡i  

てIl起型葬業も、年々製炭者が減少し当時わず  
■‾‾－■－▼－■一一－・・・、■・・－「．－－＝－＝－・亡－エ苦手 

＿号一－－ 

チ・＝＝√＝；ナニF一丁て一丁－±†モシー一士－：÷1I，㌻iパヰー■㌃占∵iトi一一手声■：こ・さこ■卜占ロー  

高志林業事務所長はじ中学薮の本居関係者を 上jこi＝i憲一二＝ご 一■一一・一一一工正一・－iじ▲異‘1サー一丁 
． 

＿ 
■■■■■■■■ ■■■：■■l  【  ■・■・■ ■■・■・■－ ■▲；・■■・・・J．■▲・1・・・● ■■■■、Il■■■■■・．．■＿＿‾＿‾＿  

きるかを、熱心に語り合った。                                       ‾＿   ‾こ」■ ■L‾ 
＿    ■－ －・一■ －・一・－・－ －■・－・‾－・i・・・・－－－■－・■■ ■■－・．1－ ＿■・・・・・・＿l．－＿＿＿．■＿＿＿  

第
3
回
 
 

美
山
町
赤
ち
ゃ
ん
 
 

コ
ン
テ
ス
ト
 
 

コ
ン
テ
ス
ト
は
生
後
 
 

8
カ
月
か
ら
2
歳
児
ま
 
 

で
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。
 
 

1
2
3
名
が
受
診
、
審
 
 

査
の
結
果
、
‖
人
の
赤
 
 

ち
や
ん
が
表
彰
さ
れ
た
。
 
 

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
 
 

平
屋
建
延
べ
1
8
5
0
 
 

m
で
理
療
室
、
医
務
室
、
 
 

事
務
室
、
浴
室
、
食
堂
 
 

な
ど
の
監
理
舎
と
、
居
 
 

室
や
機
能
訓
練
室
な
 
 

ど
の
収
容
舎
か
ら
な
り
、
 
 

全
館
に
暖
房
設
備
が
 
 

完
備
し
快
適
な
造
り
。
 
 

「
美
山
荘
」
が
落
成
 
 
 

全
国
的
に
も
数
少
な
い
、
県
の
重
度
身
体
障
害
者
更
 
 

生
援
護
施
設
「
美
山
荘
」
が
市
波
に
完
成
し
た
。
コ
ン
ク
 
 

美
山
中
学
校
の
、
屋
外
バ
レ
 
 

ー
コ
ー
ト
と
相
撲
場
を
会
場
に
、
 
 

第
1
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
相
 
 

撲
大
会
を
開
催
し
た
。
ス
ポ
ー
 
 

第
1
回
町
民
 
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
 
 

相
撲
大
会
を
開
催
 
 

ツ
を
通
じ
て
、
町
民
の
融
合
と
 
 

団
結
を
目
的
と
し
た
こ
の
大
会
 
 

は
、
大
盛
況
で
あ
り
、
そ
の
後
の
 
 

体
育
振
興
の
基
に
な
っ
た
。
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県
…
…
 
‖
‖
ク
膚
を
 

受
け
、
6
月
に
は
町
内
全
区
 
 

長
会
で
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
法
 
 

の
適
用
に
よ
り
今
後
、
生
活
環
境
の
整
備
 
 

を
進
め
や
す
く
な
り
、
具
体
的
に
は
国
道
 
 

1
5
8
号
線
と
生
活
道
路
と
の
整
備
を
進
 
 

め
る
こ
と
で
、
農
林
産
物
の
搬
出
を
容
易
 
 

に
す
る
な
ど
の
計
画
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
町
内
の
上
味
見
、
下
味
見
、
上
宇
 
 

坂
の
3
農
協
が
合
併
し
、
美
山
町
農
業
協
 
 

同
組
合
が
発
足
し
ま
し
た
。
 
 

県
内
で
初
め
て
 
 

国
の
山
村
振
興
法
の
 
 

指
定
を
受
け
る
 
 

は
初
め
て
山
村
振
興
法
の
指
 
 

ブタ（好  
一一（昭和〈打年）  

1
月
●
4
0
年
国
勢
調
査
で
町
人
口
、
7
1
1
人
減
少
の
 
 

7
6
3
5
人
 
 

3
月
●
上
味
見
、
下
味
見
、
上
宇
坂
の
3
農
協
合
併
、
 
 

美
山
町
農
業
協
同
組
合
発
足
 
 

●
上
宇
坂
小
学
校
が
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
贈
呈
を
 
 

受
け
る
 
 

●
成
人
式
 
新
成
人
8
0
人
 
 

4
月
●
美
山
中
学
校
前
に
時
計
台
設
置
 
 

6
月
●
県
内
初
の
山
村
振
興
法
の
指
定
を
受
け
る
 
 

9
月
●
美
山
荘
へ
の
取
り
つ
け
道
路
完
成
 
 

1
0
月
●
第
1
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
 
 

●
高
田
区
で
簡
易
水
道
完
成
 
 

1
2
月
●
交
通
安
全
町
民
大
会
で
「
安
全
の
町
」
宣
言
 
 

●
上
宇
坂
小
学
校
体
育
館
改
築
落
成
 
 

●
第
5
回
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
テ
ス
ト
 
 

●
美
山
診
療
所
が
町
役
場
で
火
・
木
・
土
曜
日
に
 
 

開
設
 
 

【
日
本
の
動
き
］
 
 

●
U
P
－
カ
メ
ラ
マ
ン
沢
田
教
一
氏
、
べ
 
 

ト
ナ
ム
戦
争
「
安
全
へ
の
逃
避
」
で
 
 

第
5
0
回
ビ
ュ
リ
ツ
ア
ー
賞
受
賞
 
 

●
〝
ひ
の
え
う
ま
“
で
出
生
率
、
明
治
 
 
 

3
3
年
以
来
最
少
 
 

●
「
敬
老
の
日
」
÷
体
育
の
日
」
制
定
 
 

●
ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日
 
 

●
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
放
送
開
始
 
 

●
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
流
行
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
、
終
身
大
 
 
 

統
領
の
称
号
剥
奪
さ
れ
る
 
 

●
中
国
で
毛
沢
東
指
導
に
よ
る
文
化
 
 
 

大
革
命
が
激
化
 
 

●
ア
メ
リ
カ
で
ヒ
ッ
ピ
ー
文
化
が
頂
点
 
 
 

●
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
が
イ
ン
ド
首
 
 
 

相
に
就
任
 
 
 

流行歌・ワード  

♪君といつまでも（加山雄三）  

♪こまっちゃうナ（山本リンダ）  

★～ダヨ～ン  

★グループサウンズ  

★遺憾に存じます   
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町
役
場
に
国
旗
掲
揚
塔
が
完
成
 
 
 

前
年
町
議
員
選
挙
で
当
選
し
た
新
議
員
た
ち
の
寄
付
で
、
役
 
 

場
前
広
場
に
国
旗
掲
揚
塔
が
完
成
。
職
員
が
見
守
る
な
か
1
月
 
 

1
日
の
年
賀
式
と
あ
わ
せ
、
旗
揚
げ
式
が
行
わ
れ
た
。
 
 

［
育
み
山
昭
和
4
0
年
～
昭
和
亜
年
 
 
 

‾二l  

上
宇
坂
小
学
校
体
育
館
は
明
治
4
4
年
に
建
築
さ
れ
築
5
0
 
 

年
余
り
。
旧
体
育
館
に
か
わ
り
ト
鉄
骨
造
り
、
屋
根
旦
二
晃
式
 
 

の
新
体
育
館
が
完
成
し
た
。
 
 
 

上
宇
坂
小
学
校
 
 

体
育
館
改
築
落
成
 
 

一
成
人
式
 
 

新
成
人
8
0
人
が
参
加
し
て
美
山
中
 
 

学
校
で
成
人
式
が
行
わ
れ
た
。
新
し
い
 
 

試
み
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
 
 

行
わ
れ
、
成
人
者
か
ら
活
発
な
意
見
が
 
 

出
さ
れ
、
腸
内
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
 
 



L
 

‥
で
ユ
農
繁
期
に
は
初
の
季
節
保
育
所
が
開
設
 
 

さ
れ
、
保
育
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
 
 

町
の
一
般
会
計
は
こ
の
年
初
め
て
2
億
 
 

円
を
突
破
し
ま
し
た
。
 
 

り
で
、
昔
な
が
ら
の
ブ
ナ
ヤ
シ
デ
の
枝
葉
 
 

で
作
ら
れ
た
シ
バ
み
こ
し
が
特
徴
。
 
 

予
町
内
の
共
同
給
食
施
設
が
完
成
し
、
上
 
 

宇
坂
小
学
校
と
美
山
中
学
校
で
給
食
が
始
 
 

ま
っ
た
の
は
こ
の
年
1
2
月
。
メ
ニ
ュ
ー
に
 
 

ば
食
パ
ン
と
ミ
ル
ク
、
サ
ラ
ダ
と
ゆ
で
卵
 
 

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 

■
0
 
 年
以
上
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
祭
 
 

ぐ
れ
祭
り
」
が
県
の
無
形
民
俗
文
 
 
 

し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
8
0
 
 

の
住
吉
神
社
に
伝
わ
る
「
じ
じ
 
 

民
俗
文
化
財
に
 
 

れ
祭
り
」
 
 

し  」  

2
月
●
領
内
の
「
じ
じ
ぐ
れ
祭
り
」
が
県
無
形
民
俗
文
 
 

化
財
に
指
定
 
 

●
胃
の
集
団
検
診
車
官
ぼ
う
口
2
が
美
山
町
を
 
 
 
訂
 

回
 
 
 

3
月
．
「
家
庭
の
日
」
推
進
運
動
開
始
 
 

●
蔵
作
と
小
字
坂
島
を
結
ぶ
蔵
向
橋
完
成
 
 

．
職
人
式
 
新
成
人
1
2
7
人
 
だ
る
ま
や
社
 
 

長
が
記
念
講
演
 
 

●
消
防
出
初
式
 
 

4
月
●
美
山
町
防
犯
隊
の
夏
季
訓
練
実
施
 
 

7
月
●
季
節
保
育
所
、
羽
生
地
区
で
開
設
 
 

8
月
●
除
雪
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
購
入
 
 

●
米
が
史
上
最
高
の
豊
作
 
 

9
月
●
「
敬
老
の
日
」
に
町
内
8
8
歳
以
上
の
高
齢
者
を
 
 

町
長
ら
慰
問
 
 

1
2
月
●
上
宇
坂
小
学
校
・
美
山
中
学
校
の
共
同
給
食
 
 

施
設
開
設
 
 
 

●
地
方
自
治
法
施
行
2
0
周
年
 
 
 

●
瀬
ケ
ロ
、
上
薬
師
区
の
簡
易
水
道
完
成
 
 

【
日
本
の
動
き
］
 
 

●
資
本
取
引
自
由
化
実
施
 
 

●
初
の
「
建
国
記
念
の
日
」
 
 

●
リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
発
売
 
 

●
四
日
市
ゼ
ン
ソ
ク
公
害
裁
判
 
 

●
ミ
ニ
の
女
王
、
ツ
イ
ッ
ギ
一
束
日
 
 

●
佐
藤
首
相
、
非
核
三
原
則
言
明
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
第
3
次
中
東
戦
争
 
 

●
欧
州
共
同
体
（
E
C
）
発
足
 
 

●
中
国
が
初
の
水
爆
実
験
 
 

●
米
英
ソ
・
宇
宙
平
和
利
用
条
約
調
 
 
 

∩
‖
．
 
 
 

■
ト
ト
 
 
 

流行歌・ワード  

♪ブルーシャトー（ブルーコメナツ）  

♪真赤な太陽（美空ひばり）  

♪小指の想い出（伊藤ゆかり）  

★核家族  

★ヤマト魂  

★アングラ   

36  



蔵
向
橋
が
完
成
 
 
 

昭
和
3
6
年
と
昭
和
4
0
年
の
水
害
で
 
 

2
度
も
流
失
し
た
蔵
向
橋
（
町
道
、
蔵
 
 

作
～
小
字
坂
島
）
が
、
つ
り
橋
か
ら
永
久
 
 ［

育
み
］
昭
和
4
0
年
～
昭
和
4
9
年
 
 
 

除
雪
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
購
入
 
 
 

雪
寒
地
城
の
道
路
の
冬
期
交
通
を
 
 

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
雪
寒
地
 
 

城
建
設
機
械
補
助
事
業
に
基
づ
い
て
、
 
 

町
で
は
除
雪
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
購
入
。
 
 

冬
将
軍
の
襲
来
に
万
全
の
備
え
を
確
 
 

保
し
た
。
 
 

「
と
っ
て
も
お
い
し
い
－
。
」
上
宇
坂
小
■
 
 

学
校
と
美
山
中
学
校
の
初
め
て
の
給
食
■
 
 

の
時
間
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
あ
が
っ
 
 

た
。
 
 
 

上
宇
坂
小
学
校
・
美
山
中
学
校
の
 
 

共
同
給
食
施
設
を
開
設
 
 

元
気
な
体
で
楽
し
く
勉
強
し
て
も
ら
 
 

奉
っ
と
中
学
校
の
校
内
に
共
同
給
食
施
 
 

設
が
完
成
し
た
。
 
 



■
か
訪
ね
に
な
り
、
美
山
荘
を
ご
視
察
さ
れ
 
 
 

ま
し
た
。
 
 
 

盛
撮
下
は
1
0
月
1
3
日
、
初
め
て
美
山
町
を
 
 

大
会
に
併
せ
て
ご
来
県
さ
れ
た
皇
太
 
 
 

子
殿
下
 
 

町
を
ご
訪
問
 
 

住
民
の
温
か
い
声
援
が
響
き
 
 

た
。
ま
た
全
国
身
障
者
ス
ポ
 
 

花
山
峠
ま
で
、
美
山
中
学
校
 
 

心
に
1
6
8
人
の
手
か
ら
手
 
 

リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 
 

子
1
0
0
m
で
は
清
水
正
代
 
 

白
か
ら
6
日
ま
で
県
下
全
域
 
井
 

国
体
が
開
催
。
開
会
式
に
 
 

町
で
は
、
9
月
2
5
日
町
内
の
 
 

3
年
・
東
河
原
）
 
が
3
位
 
 

の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
と
な
っ
 
 

み  
r ∴」‘  

ブタ68 （昭和43年）  

2
月
●
美
山
町
の
愛
好
者
で
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
誕
生
 
 

●
三
八
豪
雪
以
来
5
年
ぶ
り
の
豪
雪
 
 

3
月
●
住
民
に
よ
る
エ
場
誘
致
の
結
果
 
縫
製
工
場
 
 

業
 
 

●
成
人
式
 
新
成
人
1
2
9
人
 
 

4
月
●
身
障
者
の
総
会
と
体
育
大
会
開
催
 
 

6
月
●
国
体
に
備
え
各
地
区
婦
人
会
員
が
花
づ
く
り
 
 

●
上
味
見
地
区
の
第
一
次
農
業
構
造
改
善
事
 
 

業
が
完
成
 
 

7
月
●
交
通
災
害
共
済
制
度
実
施
 
 

●
美
山
町
防
犯
隊
「
か
ん
頭
授
」
受
賞
 
 

●
門
氏
が
縫
製
工
場
建
設
 
 

9
月
●
第
2
3
回
国
体
旗
美
山
町
通
過
 
羽
生
支
所
 
 

で
一
泊
 
 

1
0
月
●
国
体
陸
上
高
校
男
子
1
0
0
m
清
水
正
代
選
 
 

手
3
位
入
賞
 
そ
の
他
入
賞
者
多
数
 
 

●
第
4
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
 
 

ご
列
席
の
皇
太
子
殿
下
、
「
美
山
荘
」
ご
視
察
 
 

1
1
月
●
美
山
中
学
校
、
文
部
省
指
定
道
徳
教
育
研
究
 
 

発
表
会
 
 

1
2
月
・
真
杉
文
右
衛
門
町
長
、
無
投
票
三
選
 
 

●
町
営
保
育
所
ク
リ
ス
マ
ス
会
実
施
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
郵
便
番
号
制
ス
タ
ー
ト
 
 

●
小
笠
原
諸
島
、
2
3
年
ぶ
り
に
日
本
 
 
 

復
帰
 
 

●
東
名
高
速
開
通
 
 

●
レ
ト
ル
ト
食
品
（
カ
レ
⊥
一
般
向
け
 
 
 

発
売
 
 

●
東
大
闘
争
（
安
田
講
堂
占
拠
）
 
 

●
川
端
康
成
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
 
 

●
3
億
円
強
奪
事
件
 
 

●
コ
ン
ト
5
5
号
が
大
人
気
 
 

●
福
井
国
体
開
催
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
パ
リ
五
月
危
機
 
 

●
米
黒
人
解
放
運
動
指
導
者
キ
ン
グ
 
 
 

牧
師
暗
殺
 
 

●
チ
ェ
コ
自
由
化
政
策
、
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
 
 
 

認
め
る
 
 

●
ア
ポ
ロ
8
号
、
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
・
 
 

月
面
を
テ
レ
ビ
放
映
 
 

流行歌・ワード  

♪ブルーライト・ヨコハマ  

（いしだあゆみ）  

♪恋の季節   

（ピンキー＆キラーズ）  

★五月病  

★ハレンチ   

38  



◆
陸
上
（
1
0
0
m
）
 
 
 

高
校
男
子
二
居
士
竺
再
校
 
 

・
清
水
 
正
代
（
東
河
原
）
 
 

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
 
 

高
校
女
子
・
福
井
農
林
高
校
 
 

・
半
原
や
す
子
（
野
波
）
 
 

・
伊
藤
久
美
子
（
西
天
田
）
 
 

・
宮
川
 
道
子
（
西
天
田
）
 
 

・
山
田
喜
美
代
（
間
戸
）
 
 

・
清
水
香
代
子
（
晶
ケ
瀬
）
 
 
 

高
校
男
子
・
高
士
竺
南
棟
 
 

・
田
村
一
男
 
（
計
石
）
 
 

◆
ラ
グ
ビ
ー
 
 

一
般
男
子
 
 

・
岡
本
 
幸
広
（
横
越
）
 
 

身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 
 

入
賞
者
 
 

◆
陸
上
 
 
 

金
メ
ダ
ル
（
6
0
m
）
 
 
 

銀
メ
ダ
ル
（
走
巾
跳
）
 
 

・
松
浦
佐
和
子
（
大
久
保
）
 
 
 

銀
メ
ダ
ル
（
走
巾
跳
）
 
 
 

こ
戸
井
 
繁
正
（
縫
原
）
 
 

◆
洋
弓
 
 
 

金
メ
ダ
ル
 
 

・
島
田
 
和
子
（
朝
谷
）
 
 

福
井
国
体
 
 

入
賞
者
 
 

［
育
み
］
昭
和
4
0
年
～
昭
和
4
9
年
 
 

国
体
旗
、
羽
生
で
一
泊
 
 
 

福
井
国
体
の
成
功
を
祈
っ
て
県
下
各
 
 

地
へ
国
体
旗
が
リ
レ
ー
さ
れ
た
。
 
 
 

美
山
で
は
9
月
2
5
日
に
下
新
橋
で
福
 
 

井
市
よ
り
旗
を
受
け
、
羽
生
支
所
で
一
 
 

泊
し
た
の
ち
、
翌
日
花
山
峠
で
大
野
市
 
 

に
渡
さ
れ
た
。
美
山
中
学
校
の
生
徒
を
 
 

は
じ
め
1
6
8
人
の
手
で
リ
レ
ー
さ
れ
た
。
 
 
 

写
真
は
2
6
日
早
朝
、
羽
生
支
所
で
の
 
 

出
発
の
様
子
と
リ
レ
ー
の
様
子
。
 
 
 

上
味
見
地
区
の
 
 

第
1
次
農
業
構
造
改
善
事
業
完
成
 
 
 

上
味
見
地
区
の
第
1
期
圃
場
整
備
 
 

事
業
が
順
調
に
進
み
、
区
画
整
理
後
の
 
 

農
地
に
は
大
型
機
械
や
自
動
車
も
自
 
 

由
に
乗
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
 
 

に
な
っ
た
。
効
率
化
が
向
上
、
余
っ
た
労
 
 

力
を
育
林
や
勤
労
所
得
に
あ
て
る
余
裕
 
 

も
出
て
、
こ
の
年
は
大
豊
作
と
な
っ
た
。
 
 

美
山
町
防
犯
隙
、
 
 

最
高
栄
誉
を
受
賞
 
 

福
井
市
で
開
催
さ
れ
た
県
防
犯
隊
 
 

夏
季
錬
成
大
会
に
於
て
、
美
山
町
防
犯
 
 

隊
が
功
績
を
認
め
ら
れ
、
防
犯
隊
と
し
 
 

て
は
最
高
の
栄
誉
と
も
い
わ
れ
る
「
か
ん
 
 

頭
授
」
を
県
知
事
よ
り
授
与
さ
れ
た
。
 
 

縫
製
工
場
を
建
設
 
 
 

女
性
の
地
区
内
で
の
勤
労
を
望
む
 
 

声
が
高
ま
り
、
工
場
誘
致
運
動
を
し
た
 
 

結
果
、
門
宣
治
氏
（
南
野
津
又
）
が
縫
製
 
 

工
場
を
建
設
。
幼
児
を
抱
え
る
主
婦
も
 
 

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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． 

ま
し
た
。
 
 
 

福
井
・
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏
が
発
 
 

足
し
、
交
通
、
通
信
、
保
健
、
衛
生
、
社
 
 

会
福
祉
、
教
育
文
化
施
設
ら
の
整
備
に
、
 
 

新
し
い
広
域
行
政
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
 
 
 

り
ま
し
た
。
 
 
 

2
月
に
は
町
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、
定
 
 

員
1
8
人
に
2
1
人
が
立
候
補
。
投
票
率
は
 
 
 

9
6
・
4
％
に
達
し
ま
し
た
。
 
 

欄
 
 

る
女
姿
の
区
の
婦
人
ら
が
粟
の
種
を
播
き
 
 

長
町
ほ
か
多
数
の
来
賓
が
見
守
る
中
、
 
 

束
に
え
ぼ
し
姿
の
橋
本
さ
ん
や
、
早
 
 

L
嘗
祭
に
皇
室
 
 

－
ヽ
－
一
 
 奉

耕
者
に
、
福
井
県
代
表
と
し
て
 
 

さ
ん
 
（
高
田
）
 
が
選
ば
れ
、
5
 
 

上
の
粟
播
種
式
 
 
 

へ
献
卜
さ
れ
る
粟
の
 
 

】  J   

一■‾‾■■■●●●●■■■■‾●●－●■■▼▼▼▼■■■■－■■「■＝二二二＝一t■ナT－－一－●－「，－＿－，－＿－－＿－Tlヒた■一千＝－ニ∵ J ＿●●●亡†≠T†‘tl■＿▲■一■一■●ト＿■一事ユ＿■－＿・一▲t＿ン占i●■－‘一－こ  

氏
（
高
田
）
 
 

∴
 
 

6
月
●
循
環
町
道
（
上
味
見
・
羽
生
・
芦
見
聞
）
完
成
 
 

●
坪
川
建
設
大
臣
を
迎
え
て
政
局
懇
談
会
開
催
 
 

●
美
山
中
学
ス
ク
ー
ル
バ
ス
入
魂
式
 
 

7
月
●
美
山
町
防
犯
隊
夏
季
訓
練
実
施
 
 

8
月
●
町
農
業
共
済
損
害
防
止
事
業
で
水
稲
の
共
同
 
 

防
除
実
施
 
 

●
高
志
社
会
福
祉
大
会
開
催
 
 

1
0
月
●
福
井
・
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
発
 
 

足
 
 

●
知
事
を
迎
え
て
の
県
政
懇
談
会
開
催
 
 

5  4   2  
・
町
議
会
議
員
選
挙
執
行
 
 

●
下
味
見
地
区
折
立
に
め
が
ね
枠
製
造
工
場
進
出
 
 

∵
 
 

●
河
内
の
聖
徳
寺
木
造
聖
徳
太
子
立
像
県
指
 
 

定
文
化
財
と
な
る
 
 

●
高
志
地
区
緑
化
大
会
開
催
 
 

●
皇
室
献
上
粟
播
種
式
 
奉
耕
者
橋
杢
居
経
 
 ー■■－－－■■■一一一－－h一－」－1■i■二‾＝‾＝‾二‾二二三一一一－一一一一－－－－－一■■→■■■－－－→■一■・■－，一ゴー－【－一－▲1－－－－－－－－－－－－1－一，－亡亡リt一－－一一丁・一丁■ワ■ワ■ワ■一一：＝亡▼11二中←モ「：一：：一山●  

【
日
本
の
動
き
］
 
 

●
G
N
P
世
界
第
2
位
と
発
表
 
 

●
東
名
高
速
道
路
全
線
開
通
 
 

●
日
本
ビ
ク
タ
ー
と
ソ
ニ
ー
が
ビ
デ
オ
・
 
 
 

テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
発
表
 
 

●
国
鉄
に
グ
リ
ー
ン
車
登
場
 
 

●
佐
藤
首
相
が
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
と
 
 

会
談
。
日
米
共
同
声
明
発
表
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
米
国
の
月
着
陸
宇
宙
船
「
ア
ポ
ロ
 
 
 

1
1
号
」
が
月
面
着
陸
成
功
 
 

●
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
北
べ
ト
ナ
ム
大
統
領
 
 
 

死
去
 
 

●
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
共
和
党
ニ
ク
ソ
 
 

ン
氏
就
任
 
 

●
中
ソ
国
境
紛
争
激
化
 
 
 

流行歌・ワード  

♪黒猫のタンゴ（皆川ぁさむ）  

♪365歩のマーチ（水前寺清子）  

★お－・モーレツ！  

★あっと驚くタメゴロー  

★やったぜ、ベイビー   
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下
味
見
地
区
折
立
に
 
 

め
が
ね
枠
製
造
工
場
が
進
出
 
 
 

上
味
見
地
区
の
縫
製
工
場
に
続
い
て
、
 
 

鯖
江
市
下
河
端
町
に
本
社
を
持
つ
め
が
 
 

ね
枠
製
造
工
場
が
、
若
い
労
働
力
と
季
 
 

節
労
働
力
を
求
め
て
下
味
見
地
区
折
 
 

立
に
進
出
し
、
農
家
の
主
婦
の
方
々
の
 
 

就
労
の
機
会
が
増
え
た
。
 
 

福
井
・
坂
井
地
区
 
 

広
域
市
町
村
圏
協
議
会
が
発
足
 
 
 

自
治
省
が
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
、
 
 

山
村
で
の
過
疎
化
現
象
の
問
題
解
決
 
 

の
た
め
全
国
に
5
2
カ
所
の
日
常
社
会
生
 
 

活
圏
の
一
体
的
な
振
興
を
図
る
モ
デ
ル
 
 

広
域
市
町
村
圏
を
指
定
。
美
山
町
は
福
 
 

井
・
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏
に
属
す
 
 

る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 

［
育
み
］
昭
和
4
0
年
～
昭
和
4
9
年
 
 
 

美
山
中
学
ス
ク
ー
ル
バ
ス
 
 

入
魂
式
を
実
施
 
 
 

上
味
見
、
下
味
見
地
区
か
ら
通
学
す
 
 

る
生
徒
の
足
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
美
 
 

山
中
学
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
、
従
来
の
6
4
 
 

人
乗
り
の
旧
型
車
に
代
わ
り
、
7
2
人
乗
 
 

り
の
最
新
型
バ
ス
と
な
っ
た
。
 
 

福井・坂井地区広域市町村圏城図  

振
興
山
村
等
の
指
定
事
業
 
 

着
々
と
進
行
 
 
 

振
興
山
村
道
路
整
備
事
業
に
よ
り
 
 

整
備
さ
れ
て
き
た
上
味
見
、
羽
生
、
芦
 
 

見
地
区
を
南
北
で
結
ぶ
循
環
町
道
が
 
 

完
成
。
一
般
供
用
を
始
め
、
こ
の
区
間
 
 

が
最
短
時
間
で
結
ば
れ
た
。
ま
た
農
業
 
 

構
造
改
善
事
業
で
は
上
映
見
、
下
早
坂
 
 

地
区
で
圃
場
5
6
h
a
が
区
画
整
理
さ
れ
た
 
 

ほ
か
、
様
々
な
指
定
事
業
が
着
々
と
進
 
 

行
し
た
。
 
 

ヒユ±・・こ■■■1二て＝づF ‾－－一拇二誓1▼  

ヽ＼  

＿エー∵∴亘旦■苗  ∵■し，∴ 
．  
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ナ．」」  

ナ   

初
め
て
3
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。
 
 

＝
 上

松
年
の
 
 

祁
Ⅶ
 
 

哩
 
 暇

国
博
覧
会
が
開
か
 

基
盤
整
備
の
進
展
と
 
 
 

7
1
件
で
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。
 
 

・
合
併
1
5
年
を
迎
え
、
町
史
編
さ
 
 
 

れ
た
こ
の
 
 

軍
町
内
で
は
小
学
校
の
改
築
、
 
 

■
は
う
の
架
け
替
え
、
町
道
の
舗
 
 

進
な
ど
、
社
会
基
盤
の
整
備
が
 
 

た
。
そ
の
一
方
で
は
、
国
道
1
 
 

の
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、
交
 
 

多
発
。
人
身
事
故
は
こ
の
年
6
9
 
 

美
山
町
の
歴
史
か
ら
、
伝
説
、
 
 

な
ど
を
き
め
細
か
に
盛
り
込
 
 

り
ま
し
た
。
 
 

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
 
 

F・丁  

■ ■■  

J9乃  
（昭和45年）  

1
月
●
上
吉
山
・
大
谷
地
区
簡
易
水
道
完
成
 
 

3
月
・
一
下
諷
坂
小
学
校
体
育
館
改
築
落
成
 
 

●
■
成
人
式
 
新
成
人
1
4
2
人
 
 

5
月
●
高
田
と
田
尻
を
結
ぶ
高
田
大
橋
改
築
落
成
 
 

6
月
●
■
豊
田
三
郎
氏
の
「
親
子
三
人
展
」
県
民
会
舘
で
 
 

開
催
 
 

7
月
●
下
折
立
と
横
越
を
結
ぶ
横
越
橋
完
成
 
 

●
第
1
回
小
学
校
連
合
水
泳
大
会
実
施
 
 

●
婦
人
の
体
力
づ
く
り
大
会
開
催
 
 

8
月
●
「
市
波
交
通
安
全
母
の
会
」
発
足
 
 

●
美
山
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
部
が
北
陸
三
県
中
 
 

学
校
総
合
競
技
大
会
優
勝
 
 

9
月
●
国
体
時
の
花
壇
を
守
る
た
め
小
和
清
水
老
人
 
 

会
が
活
躍
 
 

1
0
月
●
道
路
除
雪
用
の
グ
レ
ー
ダ
購
入
 
 

●
国
勢
調
査
行
わ
れ
る
 
 

●
第
7
回
町
民
体
育
大
会
で
上
宇
坂
が
5
年
連
 
 

続
優
勝
 
 

1
2
月
●
消
防
車
7
台
目
を
購
入
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
千
里
丘
 
 
 

陵
で
開
会
 
 

●
国
勢
調
査
で
日
本
の
総
人
口
1
億
 
 
 

人
突
破
 
 

●
日
本
初
の
人
工
衛
星
ラ
ム
ダ
4
S
 
 
 

型
5
号
機
「
お
お
す
み
」
打
ち
上
げ
 
 
 

成
功
。
ソ
連
、
米
、
仏
に
続
く
4
番
 
 
 

目
の
自
力
衛
星
 
 

●
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
 
 

●
東
京
に
新
型
公
害
「
光
化
学
ス
モ
ッ
 
 
 

グ
」
発
生
 
 

●
銀
座
、
新
宿
、
地
袋
、
浅
草
で
歩
行
 
 
 

者
天
国
ス
タ
ー
ト
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
米
ソ
が
戦
略
兵
器
削
減
交
渉
を
開
 
 

●
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
 
ボ
ー
イ
ン
グ
 
 

7
4
7
就
航
 
 

●
ビ
ー
ト
ル
ズ
解
散
 
 
 

流行歌。ワード  

♪戦争を知らない子供たち  
（ジローズ）  

★歩行者天国  

★ウーマン・リブ  

★ハイジャック  

★シラケ  

・1■一一TT二二■二■二二二ニー」嘩一●．H●●■   
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下
芋
版
小
学
校
体
育
館
の
 
 

改
築
落
成
 
 
 

下
宇
坂
小
学
校
で
、
昭
和
3
年
に
初
 
 

代
の
前
田
又
兵
衛
氏
の
寄
贈
に
よ
っ
て
 
 

建
築
さ
れ
た
思
い
出
の
体
育
館
に
か
わ
 
 

り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
体
育
館
 
 

が
完
成
し
た
。
 
 
 

2
階
の
部
分
に
は
更
衣
室
や
観
覧
席
 
 

が
あ
り
、
小
学
校
の
体
育
館
と
し
て
は
 
 

近
代
的
な
体
育
館
と
な
っ
た
。
 
 

［
育
み
］
昭
和
4
0
年
～
昭
和
4
9
年
 
 
 

町
体
で
上
手
坂
が
5
連
勝
 
 
 

第
7
国
町
民
体
育
大
会
で
上
宇
坂
 
 

体
協
が
5
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
た
。
 
 
 

こ
の
頃
は
美
山
中
と
合
同
の
大
会
だ
 
 

っ
た
。
 
 

婦
人
の
体
力
づ
く
り
大
会
 
 
 

上
宇
坂
婦
人
会
を
対
象
に
、
 
 

町
で
は
初
め
て
の
婦
人
の
体
力
 
 

づ
く
り
大
会
を
開
催
。
主
催
は
 
 

高
士
悪
罵
業
改
良
普
及
所
で
、
参
 
 

加
者
は
約
1
3
0
人
。
日
赤
職
 
 

員
や
福
井
保
健
所
職
員
に
よ
る
 
 

血
液
検
査
や
血
圧
測
定
の
あ
と
、
 
 

農
民
体
操
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
体
 
 

力
テ
ス
ト
な
ど
を
行
っ
た
。
 
 

市
波
交
通
安
全
母
の
舎
が
発
足
 
 
 

町
内
初
の
婦
人
交
通
安
全
組
織
「
市
 
 

波
交
通
安
全
母
の
会
」
が
誕
生
。
「
わ
が
 
 

家
か
ら
は
交
通
事
故
の
犠
牲
者
を
出
さ
 
 

な
い
」
「
わ
が
家
か
ら
は
交
通
違
反
者
を
 
 

出
さ
な
い
」
を
合
い
言
葉
に
、
地
域
で
の
 
 

交
通
安
全
運
動
や
交
通
安
全
思
想
の
 
 

普
及
宣
伝
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
 
 

金
沢
市
で
開
か
れ
 
 

た
北
陸
三
県
中
学
校
 
 

総
合
競
技
大
会
で
、
バ
 
 

レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
の
部
 
 

で
美
山
中
が
、
石
川
の
 
 

山
代
中
、
宮
山
の
氷
見
 
 

南
部
中
を
連
覇
し
て
 
 

優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。
 
 

美
山
中
男
子
バ
レ
ー
部
 
 

北
陸
三
県
中
学
校
総
合
競
技
大
会
で
優
勝
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岬
√
肯
石
臼
H
 
 

′
 
h
，
L
Y
 
 

円
で
、
交
通
通
信
体
系
、
教
育
文
化
施
設
 
 

の
整
備
、
産
業
の
振
興
な
ど
が
盛
り
込
ま
 
 

れ
ま
し
た
。
 
 
 

下
宇
坂
・
上
宇
坂
地
区
に
N
H
K
テ
レ
 
 

ビ
中
継
局
開
局
、
下
宇
坂
・
上
宇
坂
・
羽
 
 

生
地
区
で
は
電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
変
換
、
 
 

朝
谷
ト
ン
ネ
ル
開
通
と
情
報
通
信
交
通
網
 
 

が
大
き
く
変
化
し
た
年
で
す
。
 
 

は
、
県
の
過
疎
地
域
振
興
方
針
に
基
づ
 
 

て
こ
の
年
か
ら
4
年
間
の
振
興
計
画
を
 
 

走
。
臨
時
議
会
の
承
認
を
受
け
、
計
画
 
 

実
現
に
着
手
し
ま
し
た
。
事
業
は
1
0
億
 
 

疎
地
域
指
定
に
よ
る
 
 

興
4
カ
年
計
画
が
 
 

デ
ー
ー
ト
 
 

口
の
減
少
に
伴
い
4
月
に
自
治
省
 
 

か
ら
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
た
 
 

I  」  

ブタ7プ  
‾（■昭手取百年）一  

1
月
●
農
業
者
年
金
ス
タ
ー
ト
 
 

3
月
●
成
人
式
 
新
成
人
1
1
2
人
 
 

【
 
 

4
月
．
齢
年
金
支
給
開
始
 
 

●
町
交
通
指
導
員
設
置
条
例
制
定
 
 

●
赤
苓
の
大
火
 
7
世
帯
1
2
棟
焼
失
 
 

●
自
治
省
か
ら
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
る
 
【
 
 

7
月
●
過
疎
地
域
指
定
に
基
づ
き
、
過
疎
振
興
計
画
 
 
 
 
 
 
 
∵
 
 

笥
定
 
 

●
訪
ソ
「
青
年
の
船
」
に
藤
田
英
行
さ
ん
が
団
員
 
 

と
し
て
参
加
 
 

8
月
●
町
民
（
美
山
中
）
プ
ー
ル
・
羽
生
小
プ
ー
ル
完
成
 
 

9
月
●
美
山
電
話
交
換
局
誕
生
 
 

●
第
1
回
小
学
校
連
合
体
育
大
会
開
催
 
 

1
0
月
●
7
0
歳
以
上
の
老
人
対
象
に
老
人
医
療
費
無
料
 
 

化
制
度
ス
タ
ー
ト
 
 

●
下
宇
坂
・
上
手
坂
地
区
に
N
H
K
テ
レ
ビ
中
 
 

継
局
開
局
 
 

●
下
宇
坂
・
上
宇
坂
・
羽
生
区
域
の
電
話
が
ダ
 
 

イ
ヤ
ル
式
に
変
換
 
 

1
1
月
●
福
井
地
区
消
防
組
合
発
足
（
福
井
市
・
美
山
 
 

町
・
清
水
町
・
越
廼
村
で
設
置
）
 
 

1
2
月
●
県
道
朝
谷
西
河
原
線
の
朝
谷
ト
ン
ネ
ル
開
通
 
 ▲■L‾‾‾‾■■‾‾‾‾■．●T■J●1T 

． 

i．千丁千丁十二．TT．丁＿－＿－－－「・■「．「－〒＿iネ＿i＿≡＿〒＿±ナ叫．モ丁・ナナ．●．●十■■i■■■＝±≒±■▼■－■＿←：＿：＿●＿り－  

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
円
、
変
動
相
場
制
に
移
行
 
 

●
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
入
居
開
始
 
 

●
沖
縄
返
還
協
定
、
日
本
・
ア
メ
リ
カ
 
 
 

で
同
時
調
印
 
 

●
環
境
庁
発
足
 
 

●
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
1
号
店
が
東
京
 
 
 

銀
座
三
越
に
出
店
 
 

●
ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ
ー
ム
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
（
ア
メ
リ
カ
で
金
と
ド
 
 
 

ル
の
交
換
一
時
停
止
）
 
 

●
バ
ン
グ
ラ
デ
イ
シ
ュ
独
立
 
 

●
第
3
次
印
パ
戦
争
 
 

流行歌・ワード  

♪また遣う日まで（尾崎紀世彦）  

♪知床旅情（加藤登紀子）  

♪わたしの城下町（小柳ルミ子）  

★ニア・ミス  

★東京ゴミ戦争  

・－ヽ几■－÷ここユニ：享÷擁i：■i■－■－ん■－－一⊥・－－－－－－；一＝i‾±∴二二三ニーーーーーーー＝一－－－－－－■●●一一一1－1i一●一一・嶋一■－－→▲－－－－■－▼■■■■■一＝■・＝■！どご，．■■■ヮ▼   
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■
〓
赤
谷
の
大
火
 
 

4
月
1
8
日
午
後
、
赤
谷
区
で
発
生
し
た
火
災
は
、
春
の
異
 
 

常
乾
燥
と
水
利
の
悪
条
件
が
重
な
り
、
7
世
帯
1
2
棟
と
い
う
 
 

赤
谷
区
の
大
半
を
焼
失
す
る
大
火
と
な
っ
た
。
急
激
な
過
 
 

疎
化
に
対
応
で
き
る
消
防
体
制
の
確
立
が
課
題
と
し
て
残
 
 

り
、
こ
の
教
訓
に
よ
っ
て
町
内
の
各
集
落
で
は
一
段
と
防
火
 
 

体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
 
 
 

■
督
嵐
昭
和
4
0
年
～
昭
和
4
9
年
 
 
 

下
宇
坂
と
上
宇
坂
地
区
に
 
 

N
H
灯
テ
レ
ビ
中
継
局
が
開
局
 
 
 

テ
レ
ビ
の
難
視
聴
地
域
の
下
宇
坂
地
区
と
上
宇
坂
地
区
に
、
N
 
 

H
K
の
テ
レ
ビ
中
継
局
が
開
局
。
電
波
は
カ
ラ
ー
放
送
の
受
信
に
 
 

適
応
し
、
合
わ
せ
て
約
5
3
0
世
帯
の
難
視
聴
が
解
消
し
た
。
 
 

美
山
電
話
交
換
局
が
誕
生
し
 
 

ダ
イ
ヤ
ル
式
に
切
替
え
 
 

電
電
公
社
は
、
町
内
の
電
話
を
一
部
■
 
 

の
地
域
を
残
し
こ
れ
ま
で
の
磁
石
式
か
 
 

ら
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
切
替
え
た
。
ダ
イ
ヤ
ル
 
 

式
切
替
え
の
た
め
新
し
く
美
山
電
話
■
 
 
 

9
月
開
か
れ
た
定
例
町
議
会
で
老
齢
 
 

二
者
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
案
が
 
 

■
可
決
さ
れ
、
老
人
医
療
費
無
料
化
制
度
 
 
 

が
ス
タ
ー
ト
。
 
 

■
 
 

叫
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・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建
て
で
、
総
工
 
 

費
は
、
8
8
0
0
万
円
。
3
0
0
人
収
容
 
 

1
の
大
ホ
ー
ル
を
備
え
、
町
内
で
唯
一
の
文
 
 

「
化
と
教
養
の
施
設
と
し
て
供
用
を
開
始
し
 
 

ま
し
た
。
 
 
 

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
は
1
0
月
1
日
 
 

告
示
。
前
町
会
議
長
の
上
都
滴
左
工
門
氏
 
 

が
無
投
票
で
新
町
長
に
当
選
。
そ
れ
に
伴
 
 

い
昭
和
3
5
年
以
来
3
期
1
2
年
間
町
長
を
務
 
 

め
た
真
杉
氏
は
、
こ
の
年
1
0
月
2
7
日
を
も
 
 

っ
て
退
任
し
ま
し
た
。
 
 

発
セ
ン
タ
ー
が
、
8
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
 
 

町
民
待
望
の
 
 

美
山
開
発
セ
ン
タ
ー
が
完
成
 
 

業
振
興
と
福
祉
向
上
を
目
指
し
て
 
 

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
美
山
開
 
 

■
‖
り
 
 
 

山
 
 
 

8
月
●
椙
谷
と
朝
谷
を
結
ぶ
宇
板
橋
完
成
 
 
 

●
貰
山
開
発
セ
ン
タ
ー
落
成
 
 

●
美
山
中
男
子
バ
レ
ー
部
が
全
日
本
中
学
大
会
 
 

に
2
年
連
続
出
場
 
 

9
月
●
豊
田
由
香
利
さ
ん
健
康
優
良
児
県
一
に
 
 

1
0
月
●
開
発
セ
ン
タ
ー
で
初
の
結
婚
式
 
 

●
町
長
選
で
上
都
弼
左
工
門
氏
無
投
票
当
選
 
 

1
2
月
●
町
国
民
年
金
受
給
者
友
の
会
結
成
 
 

7
月
●
一
学
校
給
食
に
米
飯
採
用
 
 

・
官
1
国
子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
 
 

1
月
●
一
大
規
模
な
雪
害
対
策
訓
練
実
施
 
 

● ●  

下‾‾孔‾‾‾何  
字 る H  
坂  K  

成
人
式
 
新
成
人
1
3
7
人
 
 

福
井
地
区
消
防
組
合
美
山
分
遣
所
落
成
 
 

高
志
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
 
 

小  テ
レ
ビ
中
継
局
羽
生
地
区
に
開
設
さ
 
 
 

学
校
プ
ー
ル
完
成
 
 

■一千l■－■■一千▼■‡－：－：－：－：－：－：－●－－－－－－－－▲▲－一■－i－－－→＝亡一－－－－－－－一－－●－一一一－－－－－－∵一一・・一一■－1一－ご－ご－＝一二ニ・■一一■■・■■・■一一－一一一－－－▼一一－－－－■一■－一●′  

【
日
本
の
動
き
］
 
 

●
沖
縄
日
本
に
復
帰
 
 

●
元
日
本
兵
、
横
井
軍
曹
が
グ
ア
ム
か
 
 
 

ら
帰
還
 
 

●
連
合
赤
軍
浅
間
山
荘
事
件
 
 

●
第
‖
回
冬
季
五
輪
札
幌
大
会
開
幕
 
 

●
田
中
角
栄
内
閣
ス
タ
ー
ト
 
 

●
中
国
の
周
恩
来
首
相
、
日
本
の
田
 
 
 

中
角
栄
首
相
、
日
中
共
同
声
明
に
 
 
 

調
印
、
国
交
を
樹
立
 
 

●
北
陸
ト
ン
ネ
ル
内
列
車
火
災
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
ア
メ
リ
カ
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
訪
中
 
 

●
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
盗
聴
計
画
事
 
 

件
発
覚
 
 

●
東
西
ド
イ
ツ
基
本
条
約
に
調
印
 
 
 

流行歌・ワード  

♪せんせい（森昌子）  

♪唱宋（ちあきなおみ）  

♪男の子女の子（郷ひろみ）  

★お客さまは神様です  
★恥ずかしながら  
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下
宇
坂
小
学
校
プ
ー
ル
が
完
成
 
 
 

昨
年
の
町
民
プ
ー
ル
と
羽
生
小
学
校
 
 

の
プ
ー
ル
に
引
き
続
き
、
こ
の
年
は
下
早
 
 

坂
小
学
校
に
プ
ー
ル
が
完
成
し
、
連
日
 
 

l
空
気
な
子
ど
も
た
ち
が
水
し
ぶ
き
を
上
 
 

山
け
た
。
 
 

宇
坂
橋
が
完
成
 
 
 

町
道
境
寺
蔵
作
線
の
 
 

足
羽
川
に
架
か
り
椙
谷
 
 

と
朝
谷
間
を
結
ぶ
宇
板
 
 

橋
が
完
成
し
た
。
宇
坂
 
 

橋
は
上
宇
坂
小
学
校
や
 
 

保
育
所
へ
の
通
学
、
通
 
 

園
路
な
ど
に
利
用
さ
れ
 
 

る
重
要
な
橋
で
、
老
朽
 
 

化
が
進
み
地
区
民
か
ら
 
 

早
急
の
架
け
替
え
が
望
 
 

ま
れ
て
い
た
。
 
 

［
育
み
］
昭
和
4
0
年
～
昭
和
4
9
年
 
 
 

美
山
中
学
男
子
バ
レ
ー
部
、
 
 

全
国
大
会
に
2
年
連
続
出
場
 
 

全
日
本
中
学
バ
レ
ー
ボ
 
 

ー
 ル
大
会
に
2
年
連
続
 
 
 

出
場
し
た
美
山
中
学
男
 
 
 

子
バ
レ
ー
部
。
1
回
戦
は
 
 
 

不
戦
勝
で
2
回
戦
で
前
 
 
 

年
度
優
勝
校
で
あ
る
、
 
 
 

東
京
都
代
表
の
鉢
山
中
 
 
 

と
の
対
戦
に
な
り
、
接
 
 
 

戦
の
末
わ
ず
か
力
及
ば
 
 

■
 
ず
惜
敗
し
た
。
 
 

北
陸
大
会
で
優
勝
 
 

開
発
セ
ン
タ
ー
で
初
の
結
婚
式
 
 
 

完
成
ま
も
な
い
美
山
開
発
セ
ン
タ
ー
 
 

で
1
0
月
1
日
第
1
号
の
結
婚
式
が
行
わ
 
 

れ
た
。
町
で
は
結
婚
式
の
簡
素
化
に
よ
 
 

っ
て
生
活
改
善
を
推
進
し
よ
う
と
開
発
 
 

セ
ン
タ
ー
内
に
式
場
の
設
備
を
整
え
た
。
 
 

式
は
公
民
館
方
式
で
行
わ
れ
、
安
田
教
 
 

育
長
や
事
務
局
の
職
員
が
式
の
進
行
を
 
 

務
め
た
。
 
 
 

記
念
す
べ
き
第
1
号
の
カ
ッ
プ
ル
は
 
 

高
橋
光
寺
さ
ん
（
中
辛
出
身
）
と
辻
寿
 
 

恵
子
さ
ん
（
南
野
津
又
出
身
）
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■
美
 
 

地
区
で
開
催
さ
れ
、
中
川
知
事
と
町
民
と
 
 

の
直
接
対
話
が
実
現
し
ま
し
た
。
上
味
見
 
 

L
地
区
を
皮
切
り
に
町
内
6
カ
所
で
開
か
れ
、
 
 

活
路
整
備
を
は
じ
め
様
々
な
要
望
が
出
さ
 
 

れ
ま
し
た
。
 
 
 

前
年
町
長
を
勇
退
し
た
真
杉
氏
の
名
誉
 
 

町
民
推
挙
式
が
4
月
9
日
に
行
わ
れ
、
同
 
 

氏
の
長
年
の
業
績
を
称
え
て
推
挙
状
な
ど
 
 

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

中
川
知
事
と
の
青
空
対
話
 
 
 

山
町
初
の
 
「
知
事
・
青
空
対
話
」
 
 

が
7
月
2
0
日
青
空
の
も
と
町
内
各
 
 

ノ9乃  
（‾昭和48年）  

1
月
●
美
山
開
発
セ
ン
タ
ー
で
初
の
成
人
式
新
成
人
 
 

1
5
7
人
 
 

2
月
●
美
山
町
議
会
議
員
選
挙
で
 
新
人
5
人
を
含
 
 

む
1
8
人
の
新
議
員
を
選
出
 
 

●
第
‖
回
健
康
優
良
児
表
彰
式
 
 

3
月
●
美
山
町
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
 
 

を
制
定
 
 

4
月
●
真
杉
文
右
衛
門
前
町
長
に
名
誉
町
民
章
授
 
 

与
 
 

5
月
●
大
久
保
・
福
島
地
区
簡
易
水
道
完
成
 
 

●
越
美
北
線
で
最
後
の
ハ
チ
ロ
ク
が
走
る
 
 

6
月
●
高
志
老
人
福
祉
大
会
開
催
 
 

7
月
●
上
宇
坂
小
学
校
・
上
味
見
小
学
校
プ
ー
ル
完
成
 
 

●
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
は
じ
ま
る
 
 

●
中
川
知
事
と
町
民
の
青
空
対
話
を
初
開
催
 
 

9
月
●
敬
老
の
日
、
上
都
町
長
ら
が
8
8
歳
以
上
の
高
 
 

齢
者
1
6
人
の
家
を
慰
問
 
 

1
0
月
●
初
の
町
勢
要
覧
発
行
 
 

●
愛
の
野
菜
を
贈
る
運
動
始
ま
る
 
 

‖
月
●
美
山
荘
で
ソ
連
青
年
と
交
歓
会
 
 

●
羽
生
小
学
校
創
立
百
同
年
記
念
式
 
 

1
2
月
・
除
雪
ブ
ル
ド
ー
ザ
・
タ
イ
ヤ
式
購
入
 
 

●
町
立
5
保
育
所
の
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
 
 

●
上
宇
坂
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
 
 

●
2
月
1
4
日
大
蔵
省
、
外
国
為
替
相
 
 
 

場
の
変
動
幅
制
限
を
停
止
、
変
動
 
 
 

相
場
制
に
移
行
 
 

●
初
の
環
境
週
間
が
ス
タ
ー
ト
 
 

●
金
大
中
事
件
 
 

●
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
 
 

●
大
阪
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
騒
動
 
 
 

発
生
、
そ
の
後
全
国
に
波
及
 
 

●
公
定
歩
合
、
9
％
に
引
き
上
げ
ら
 
 
 

れ
る
 
 

●
ハ
イ
セ
イ
コ
ー
活
躍
 
 
 

［
世
界
の
動
き
】
 
 

●
米
軍
、
べ
ト
ナ
ム
か
ら
撤
退
 
 

●
べ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
調
印
（
パ
リ
）
 
 

●
第
4
次
中
東
戦
争
 
 

●
O
P
E
C
の
原
油
値
上
げ
で
、
第
1
 
 

次
石
油
危
機
（
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）
 
 

流行歌専ワード  

♪山口百恵、桜田淳子、森昌子  

“花の中三トリオ”  

♪神田川（かぐや姫）  

♪てんとう虫のサンバ（チェリッシュ）  

★せまい日本そんなに急いでどこへ行く  

★じっとがまんの子であった   
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■
初
の
町
勢
要
覧
を
発
行
 
 

首
尾
］
昭
和
4
0
年
～
昭
和
4
9
年
 
 

ソ
連
青
年
と
楽
し
い
交
歓
会
 
 
 

日
ソ
青
年
親
善
交
流
の
た
め
日
本
を
 
 

訪
れ
て
い
た
ソ
連
の
青
年
達
が
美
山
荘
 
 

を
訪
れ
た
。
モ
チ
つ
き
を
楽
し
ん
だ
あ
と
 
 

の
意
見
交
歓
会
で
は
、
国
を
飛
び
越
え
 
 

た
活
発
な
質
問
が
交
わ
さ
れ
た
。
 
 

さ
よ
な
ら
ハ
チ
ロ
ク
 
 
 

ハ
チ
ロ
ク
の
愛
称
で
親
 
 

し
ま
れ
た
8
8
6
2
3
号
 
 

機
蒸
気
機
関
辛
が
5
月
2
7
 
 

日
越
美
北
線
で
の
幕
を
閉
 
 

じ
た
。
こ
の
日
駅
や
沿
線
 
 

に
は
多
く
の
フ
ア
ン
が
駆
け
 
 

つ
け
賑
わ
い
ま
し
た
。
 
 

町
立
5
保
育
所
の
 
 

合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
 
 

美
山
開
発
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
町
 
 

内
5
保
育
所
の
園
児
が
集
う
合
同
ク
リ
 
 

ス
マ
ス
会
を
開
催
。
劇
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
 
 

ス
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
上
部
町
長
と
保
 
 

育
所
長
が
ふ
ん
し
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
 
 

ら
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
満
 
 

面
の
笑
顔
の
子
ど
も
た
ち
。
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［
育
み
］
 
 

積
極
予
算
と
な
り
、
約
6
億
8
0
0
0
万
 
 

円
と
な
り
ま
し
た
。
農
林
水
産
・
土
木
・
 
 

教
育
費
に
手
厚
く
配
分
さ
れ
た
こ
の
予
算
 
 

に
伴
う
事
業
と
し
て
、
美
山
中
学
校
と
全
 
 

小
学
校
に
供
給
す
る
学
校
給
食
共
同
調
理
 
 

場
 
（
給
食
セ
ン
タ
ー
）
 
を
建
設
し
、
1
日
 
 

約
1
2
0
0
人
分
の
給
食
づ
く
り
が
可
能
 
 

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
芦
見
、
下
味
見
の
 
 

両
小
学
校
に
プ
ー
ル
が
完
成
し
、
町
内
全
 
 

校
に
学
校
プ
ー
ル
が
完
備
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
年
、
永
平
寺
門
前
を
起
点
に
美
山
 
 

町
字
坂
大
谷
ま
で
の
、
山
あ
い
の
谷
間
を
 
 

南
北
に
走
る
、
町
民
待
望
の
山
間
ハ
イ
ウ
 
 

エ
ー
「
県
営
永
平
寺
有
料
道
路
」
 
が
開
通
 
 

し
、
美
山
町
と
永
平
寺
町
が
結
ば
れ
ま
し
 
 

た
。
 
 

一
般
会
計
大
幅
増
の
 
 

6
億
7
9
0
0
万
円
に
 
 

和
4
9
年
度
の
当
初
予
算
は
前
年
度
 
 

比
で
4
2
・
1
％
増
と
い
う
大
幅
な
 
 

1
月
●
成
人
式
 
新
成
人
1
5
7
人
 
 

2
月
●
健
康
優
良
児
表
彰
式
 
町
開
発
セ
ン
タ
ー
で
 
 

1
0
人
の
赤
ち
ゃ
ん
を
表
彰
 
 

●
葛
1
回
町
民
圃
碁
大
会
開
催
 
 

3
月
●
美
山
町
立
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
落
成
 
 

●
下
宇
坂
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
 
 

4
月
●
壕
庭
ご
み
の
収
集
が
全
町
週
2
回
に
 
 

●
高
田
真
杉
家
の
「
タ
ラ
ヨ
ウ
」
の
木
 
県
指
定
 
 

天
然
記
念
物
に
指
定
 
 

●
上
味
見
小
学
校
河
内
分
校
を
廃
止
 
 

●
福
井
県
立
図
書
館
美
山
配
本
所
開
設
 
 

6
月
●
終
戦
3
0
周
年
記
念
 
戦
没
者
追
悼
法
要
 
 

●
美
山
大
野
問
、
峰
越
林
道
黒
谷
・
河
内
線
が
 
 

開
通
 
 

●
第
1
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催
 
 

7
月
●
芦
見
小
・
下
味
見
小
の
プ
ー
ル
完
成
 
 

●
下
味
見
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
 
 

9
月
●
上
味
見
小
学
校
創
立
百
年
禦
 
 

●
芦
見
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
 
 

1
0
月
●
永
平
寺
有
料
道
路
開
通
 
 

●
美
山
中
学
校
で
情
操
教
育
研
究
発
表
会
開
催
 
 

●
羽
生
養
鶏
団
地
（
大
宮
）
落
成
 
 

1
2
月
●
福
島
と
市
波
を
結
ぶ
福
島
橋
完
成
 
 

［
日
本
の
動
き
］
 
 

●
日
中
貿
易
協
定
調
印
 
 

●
フ
ォ
ー
ド
米
大
統
領
来
日
 
 

●
関
門
橋
開
通
 
 

●
伊
豆
半
島
沖
地
震
 
 

●
国
鉄
湖
西
線
開
通
 
 

●
長
島
茂
雄
「
巨
人
軍
は
永
久
に
不
 
 

滅
で
す
」
を
残
し
て
巨
人
軍
引
退
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
辞
任
 
 

●
日
本
赤
軍
ハ
ー
グ
仏
大
使
館
襲
撃
 
 

●
フ
ラ
ン
ス
の
第
3
代
大
統
領
に
ジ
ス
 
 

カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
 
 

●
米
ソ
の
宇
宙
船
、
ア
ポ
ロ
と
ソ
ユ
ー
ズ
 
 

が
ド
ッ
キ
ン
グ
に
成
功
 
 

●
ア
メ
リ
カ
大
統
領
、
共
和
党
の
フ
ォ
ー
 
 

ド
氏
就
任
 
 

流行歌・ワード  

♪母に捧げるバラード  

（海援隊）  

♪襟裳岬（森進一）  

★超能力  

★金脈  

★同棲時代   

50  



町
内
7
校
の
学
校
給
食
を
続
合
し
、
 
 

美
山
町
立
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
 
 

完
成
し
た
。
町
内
全
校
の
献
立
が
統
一
 
 

さ
れ
、
経
費
の
節
約
と
合
理
化
を
実
現
。
 
 

美
山
町
立
学
校
 
 

給
食
共
同
調
理
場
が
 
 

落
成
 
 

［
育
み
］
昭
和
4
0
年
～
昭
和
4
9
年
 
 
 

町
内
に
ご
み
箱
配
置
 
 
 

町
内
7
3
カ
所
に
家
庭
ご
み
の
収
 
 

集
場
所
を
指
定
し
、
鉄
製
の
ご
み
箱
 
 

を
配
置
し
た
。
購
入
費
は
5
0
0
万
 
 

円
。
町
民
に
大
切
に
管
理
す
る
よ
う
 
 

呼
び
か
け
た
。
 
 

峰
越
林
道
黒
谷
・
河
内
繰
が
 
 

開
通
 
 
 

河
内
と
大
野
市
の
黒
谷
を
結
ぶ
峰
 
 

越
林
道
黒
谷
・
河
内
線
が
開
通
し
た
。
 
 

峰
越
林
道
開
通
は
、
森
林
資
源
開
発
や
 
 

大
野
市
へ
の
連
絡
通
路
と
し
て
活
用
さ
 
 

れ
過
疎
地
域
の
振
興
に
大
き
な
役
割
 
 

を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 

芦
見
小
学
校
・
下
味
見
小
学
校
の
 
 

プ
ー
ル
が
完
成
 
 
 

こ
の
年
は
芦
見
小
学
校
、
下
味
見
小
学
校
 
 

に
プ
ー
ル
が
完
成
し
て
、
こ
れ
で
町
内
全
小
学
 
 

校
、
全
地
区
へ
の
プ
ー
ル
が
配
置
さ
れ
た
。
 
 

永
平
寺
有
料
道
路
が
開
通
 
 
 

宇
坂
大
谷
と
永
平
寺
町
門
前
を
結
 
 

ぶ
永
平
寺
有
料
道
路
が
開
通
し
、
両
町
 
 

が
新
た
な
発
展
を
と
げ
る
こ
と
と
な
っ
 
 

た
。
 
 

芦見小プール  

真
杉
象
の
タ
ラ
ヨ
ウ
 
 

県
指
定
天
然
記
念
物
に
 
 
 

真
杉
文
右
衛
門
氏
（
高
田
）
の
旧
庭
 
 

園
跡
に
あ
る
タ
ラ
ヨ
ウ
（
多
羅
葉
モ
チ
 
 

ノ
キ
科
常
緑
樹
）
の
木
が
県
指
定
天
然
 
 

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
 
 

下味見小プール  
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